

















































































































































































































































































































学習活動 ｜’ 主なる学習内容 I
o農業協同組合の働き
肥料や生産生活用品の購入，農産物出荷や作
業の共同化，技術の改良
･農業の協同化
土地改良，共同出荷，共同作業，災害防止
･生活の合理化
共同化による増収，衣食住の合理化，有線放
送,4Hクラブの活躍，生活改良普及員の役
割
･米価と生産費はつりあっていない。
米価は政府が決める。
が行われているかしらべる。
’
～
単元3工業とわたしたちの生活（9.10月）
§
(一）学習課題多くの問題をもつ日本の工業はどんな特色をもっているか。
(二）目標1発展しつつある長岡市や新潟県の工業の特色を理解3弓る
と共に日本各地の工業の特色を地理的，歴史的，社会的面
から考察する。
2日本の特色である手工業生産と明治以降における機械工
業生産の特色を比べ戦前戦後の工業の発達の様子をわから
せる。
3発展してきた工業にも大企業と中小企業があり生産労働
などの面でいろいろな問題があることに気づかせる。
(三）学習の展開
｜学習活動 主なる学習内容
’ ･工業製品には衣食住に関係したものと産業の
基礎になるものがある｡
重工業一金属一鉄工業，化学，窯業など
軽工業一機械器具，せんい，食品，ゴム，紙
・日常は工業製品によるものを多く使用してい
るが中には手工業製品も少ない。
･県内の主な工場，原料と製品の関係を年鑑等
でしらべる。
･近代生産は手工業と比べ製法製品の上で著し
い特徴がある｡
･流れ作業，分業すぐれた機械，動力，大量生
①日常利用している工業製品には
どんなものがあるか。
・身のまわりの工業製品について
分類する。
・工場以外での製品にはどんなも
のがあるか。
・長岡市及新潟県で作られる主な
’工業製品をあげる。
②機械生産のようすを工場見学や
スライド等でしらべる。
・手工業のやり方と機械生産のや
’
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学習活動｜’
り方をくらべる。
･大工場と小工場をくらべどんな
ちがいがあるか。
③わが国の工業が盛んな地方はど
こで，どんな特色があるか。
o新潟県で主に工業の盛んな地区
とその立地条件はどうか。
⑨教科書や資料により他の都道府
県の工業のようすをしらべる。
･四大工業地帯の位置や生産物を
しらハ通る。
･工業がこの地域に発達したわけ
を考える。
京浜阪神地帯
中京北九州地滞
・その他の工業の盛んな地域と製
品や発達したわけを考える。
④日本の工業はどのように発達し
てきたか。
・江戸時代の工業についてしらべ
る。
・外国での工業発達はどうであっ
たか｡
・明治以降の新しい工業について
しらべる。
・第二次大戦後の工業の特徴をし
らべる。
⑤工業の発達は世の中をどのよう
に変えたか。
・今の生活と昔の生活をくらべる。
主なる学習内容
産等は手工業とくらべ非常な相違がある。
・小工場は大工場にくらべ作業内容も単純で部
分的製品が多く又労働時間厚生施設立地条件
にも差がある。
o上中下越に分け分布図をかき工業の主な部類
をする。
下越一新潟を中心に中条新発田
！'司越一長岡を中心に機械，化学工業
上越一直江津を中心に化学工業
青海，新井，鹿瀬の石灰と動力
新潟，長岡，直江津の工業用水と交通運輸
・長岡でも中小工場の数は大工場にくらべては
るかに多い。
｡工業分布図をかき特に盛んな地域をみつける
東京，大阪などが特に盛んである。
・日本の工業は京浜，阪神，中京，北九州の四
大工業地帯は製品等にもそれぞれ特色をもっ
ている。．
･工業の発達にはいろいろな条件が働いている。
自然的歴史的社会的
o江戸時代からの都市として社会的，歴史的条
条件が強い。
o地理的にも，原料を中心に発達した。
・日本の各地で新しい工業地域が発生しつつあ
るその工業の発達の条件を理解する。
東海，瀬戸内，北海道，北陸など。
・江戸時代は手工業の時代であり働く人には身
分の差があった。しかし交通の発達で次第に
発達してきた。
･外国ではいろいろな発明発見がなされイギリ
スを中心に産業革命がおこった。
蒸気機関の発明
･明治政府は外国文明の'輸入，官営工業等に力
を入れた。
。第一次，第二次大戦を契機に軍需工業が急激
に発達し短期間の中に著しい発展をとげた。
･昔とくらべ国民生活が向上したのは工業の発
達に負うところが多い。
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｜習活動
??
主なる学習内容
･工業と他の産業の関係。
･工業と都市の関係
o工業の発達は農業，漁業など他の産業のしか
たをかえた。
｡工業を中心に都市が発達した，長岡の発展も
今後工業の発達に負うところが多い。
・明治以後の急速な工業発達には労働者は低賃
金，重労働を強いらｵした。
⑥工業のしくみと工場で働いてい
る人たちの関係をしらべる。
・昔の工場労働者のようす。
・大工場と中小工場のようす。
・中小工場で働く人のようす。
●わが国の工業の特色として製造工場中99％ま
では中小企業でしめている。中小工場の大部
分は大工場の下請けが主となっている。
･びんぼうな中小企業ではもうけが少なく資本
も小さく，そのため労働条件も大企業にくら
べ劣っていることに気づかせる。
〆
単元4資源の開発と貿易（工業と資源と貿易の関係)(10.11月)
(－）学習課題資源に恵まれない日本では，国民生活を向上させるには，ど
うしたら良いか。
(二）目標1私達の生活にとって必要な漬源は，どのように開発さ
れ，利用されているかを知る。
2工業の発達には原料や資源と貿易とは，どのようにつな
．がりを持っているかを理解する。
3資源の開発や保護及び貿易の面でも，さまざまな問題が
残されていることに気付かせる。
(三）学習の展開
｜学 習活動 主なる学習内容
①工業に関係ある原料にはどんな
ものがある。
・工業の原料には鉄鉱石，石炭，銅，綿繭,木
材等いろいろあるが重工業関係の地下資源に
ついてしらべる。
・石油，ガス，石灰，鉄鉱石，金，銀
･天然ガスでは新潟県の58％，千葉20％秋田18
％と日本一であり，
石油は秋田の76％につぎ17％で第二位をしめ
ている。．
･教科書や年鑑等で分布図をかき，その産出高
の低いことを知る。また全国的には新潟県で
－53－
o新潟県の主な地下資源には，ど
んなものがあるか。
地図をかく。
･国内の鉱山分布をしらべ新潟県
q
と比べてみる。
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｜学 習活動
･鉄鉱石と製鉄所との関係から足
りない鉄鉱石はどうしているか。
②助力としての資源には，どんな
ものが考えられるか。
・石炭，石油，ガスは主にどんな
面で利用されているか｡
･我が国の炭坑のようすを調べど
んな問題があるか。
･電力の資源はどうか。
・火力発電と水力発電をしらべど
んな特徴があるか。
③工業と貿易はどのような関係が
あるか。
主なる学習内容
もわずか青海の石灰石が認められる程度であ
ることにも気付く。
･石灰石は各地に平均して産し，セメントエ場．
が多くあり．，さかんである。セメント生産高
は世界第四位である。
その他いおうの産出がある。
･鉄鉱石の外に石油ガス，石炭の産地をしらべ
工業との関係が原料として動力源としての働
きを知る。
o石油～合成樹脂，合成せんい
･石炭～ナイロン
･ガス～肥料
。少ない資源ではあるが，それ等は工場の立地
条件とかかわりを持っている､ことを認識する。
（原料と港の関係）
俣知安と室蘭，釜石，群馬と川崎
しかし世界との比較では0，5％にすぎないこ
とから日本は輸入していることに気付かせる。
･動力源としては石炭，石ilil,ガス，電力があ
る。
石炭～蒸気機関として工場，汽車，火力発電
所
石汕～ガソリンとして自動車，重油として火
力発電所
カス～自動車（新潟交通バス）
自盤沈下の問題がある｡
･主な炭田を地図帳でしらべ，北海道，九州の
二大炭田地帯のしくみをしらべる。中小炭坑
が大部分で生産高も大手の半分をしめている
が設備賃金等で多くの問題がある。
｡水力発電所と火力発電所の分布を調べ水力発
電所が地理的条件から急流や大きな川に適し
ていることをしる。
･水力発電は建設費に多くかかるが発電費用少
なくてよい。火力発電は燃料費に多くかかる。
しかしこれからは石炭，石油の値下りから立
地条件等からしても火力発電が主になりそう
である。その他原子力発電は1956年頃から初
まる。
－54－
－－－〒『
学 習活動
･工業原料で不足しているものに
はどんなものがあるか。
･わが国の輸出品にはどんなもの
があるか。
o貿易の特色はどうか。
④わが国の貿易の発展にはどのよ
うな問題があるか。
|’ 主 なる学習内容
･綿,､羊毛，生ゴム，原油，鉄鉱石などであり
その主な輸入国をしらべる。
･工業原料や食料品などは国内でも乏しい関係
上工業製品の輸出が大部分であるO･
･輸入品一工業原料鞘食料品及び製品艶で相手
国もアメリカ，西ドイツ，イギリスなどヨー
ロッパの国が多い。
･輸出品一殆んど工業製品が主で原料を輸入し
製品を輸出している。
相手国はアメリカ，インドネシア，タイなど
東南アジアにかたよっている。
。工業の発展と貿易の拡大には深い関係がある
ことを理解する。
輸出入の相手国は制限されており，地理的に
も日本に近い中国；ソ連等との貿易の正常化
が望まれている。
・貿易の問題は政治と深い関係があり,‘なによ
りも平和な世の中でなければたらないことに
気づかせる。
単元5商業とわたしたちの生活（11､12．1．2月）
(一）学習課題日本の商業は諸産業や交通運輸にささえられながらどのよう
なしくみのもとに発達しそきたか。
(二）目標1．戦後の長岡市の商業は産業の発達とともに以前にもまし
て繁栄してきていることを理解させ，そのしくゑや経営の
ようすをわからせる。
2，産業と交通通信の発達により国内外各地からの原料の入
手や販売等にどのような変化と対策がとられてきたかをし
らべさせる。
3．商業はお互いの必要により自由競争や信用によ．って行わ
れるが人々の幸福のためによりよいあり方が考えられなけ
ればならないことに気づかせる。
(三）学習の展開
－55－
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‘習活動｜’
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主なる学習内容
･私たちは日常の生活必需品をど
のように手に入れているかにつ
いて話し合う｡/、
｡買い先について話し合う。
･年末年始の大売出しのようすを
話し合う。
共通に売れるもの
商店，デパート等の宣伝のしか
た
売り手，買い手のようす
。私たちの消費生活はデパー トや市場，小売店
等にたよっている。
。小売店にはいろいろな種類があり店によって
その位置も異なる。
近隣商店，商店街,露天，行商，専門店，マ
ーーケット，よるずや，デパーート
･デパー トには長所と短所があり，その所得は
付近の商店に大きな影響を与える。
・季節や場所によって売れる品物には共通性が
ある。
・物資の売り上げのため，商店，デパー ト等い
ろいろ宣伝をしたりして苦心している。
●生産者はよい品を多く滞って利益をあげ消費
者はできるだけよい品を安く買おうと努力し
ている。
・商業は生産者と消費者との間をとりもちゥう
まく連絡をつける。
・生産者一問屋一小売店一消費者の道すじが代
表的な商品のルートである。
・仲介機関には市場，おろし商，代理店，組合
等もあり消費生活に大きな役割をもっている。
。品物によって商品ルー トもちがってくる。
・生産者ねだん，おろし売りねだん，小売りね
だんと次第に加算されて売りねがきまる。
●物のねだんは需要と供給の関係によってきま
る。
。物のねだんの中には季節や場所によって変わ
るものがある。
･物のねだんの中には政府が決めているものが
ある。
o一つの品物のねだんには原料，動力，燃料，
賃金，宣伝費，輸送費，利益等がふくまれて
いる。
oねだんの上下にはその他いろいろの原因があ
る。作り方，品質，店，大量生産，物価
ぢ
･商品の入手経路についてしらべ
る。
･野菜や魚などについてしらべる
｡学用品，服，織物などについて
しらべる。
・自転車などについてしらべる。
・これらの入手経路を図式化する。
･学校の購売のしくみをしらべる。
･物のねだんはどうして決められ
るかしらべる。
･野菜，卵，魚などのねだんの変
化についてしらべる。
･たばこ，切手，雑誌などのねだ
んをしらべる。
･ねだんをどうして決めるかにつ
いて考える。
●昔はどんな方法で売買していた
かをスライドや教科書等によっ
てしらべる。
･大昔の商業についてしらべる。 o大昔の商業は自給自足，物々交換，市の発生
の順で発達してきた。
｡後，次第に店，商人が発生し貨へいも流通し
－56－
･昔の商業についてしらべる。
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学 習活動
･江戸時代の商業のようずをしら
べる。
･明治以降のようすをしらべる。
･交通はどのように各地を結んで
いるかしらべる。
･鉄道分布の状態をしらべる。
･鉄道輸送の現状をしらべる。
･貨物自動車の輸送についてしら
‘くる。
､海上交通や航空路についてしら
べる。
o交通の発達と商業はどんな関係
があるかしらべる。
・日用品がどこからくるかしらべ
るo
･商店街やデパートの位置につい
てしらべる。
･長岡市の発展と近隣市町村の商
業との関係をしらべる。
･産業の発展や国民生活の向上の
ために商業，交通のこれからの
あり方をしらべる。
・交通の問題点を話し合う。
|’ 主なる学習内容
てきた。
｡座や問丸は遠い土地との交流を一段と発達さ
せた。
｡江戸時代になって貨へいも整備され，交通や
産業の発達と同時に商業のようずも変わって
きた。
｡江戸，大阪は当時の商業の中心であった。
｡商業の中心地帯は時代と共にうつり変わづて
きた。
｡明治以降は職業の自由，貨へいの制定，工業
貿易，交通の発達等によってますます発達し
た。
｡銀行，倉庫，保険業は商業の発達と深い関係
をもっている．
・交通の発達は物資の大量移動を可能にし商工
業の発達を促した。
。日本の鉄道は社会的，自然的条件のもとに発
達した。
・自動車輸送は手がるに物資の運搬ができるの
で道路の整備と共に大いに発達した。
。主な港，航路，航空路の地図作業
｡私たちの日用品はすべて交通機関の働きによ
って運ばれている○
.交通機関の新設や運転休止は私たちの生活に
大きな影響を与える。
商人，消費者，工場への影響
･商店術，デパート等の位置は道路，鉄道等の
交通機関と深い関係をもつ。
･交通機関の発達は市街のようすを変える。
｡交通の発達は隣接市町村の商業の興廃に大き
な影響を与えることがある。
関原小千谷
･産業，交通，貿易，商業はお互いに密接な関
係をもっている。
｡輸送力の増強，整備は国家的な課題であり早
急に解決しなければならない。
産業道路，スピードアップ，電化，海底トン
－57－
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｜学習活動主なる学習内容
ネル，立体交差
･貿易の振興は商工業の面からゑて大きな課題
であり国全体の立場から考慮しなければなら
ない。
･資源の保護利用，品質の向上，新製品の考察
販路の拡張，国際的信用。
･貿易の問題点と振興について話
し合う。
単元6産業とこれからの日本（2.3月）
(一）学習課題日本の産業の発展は国民生活とどんな関係をもち，どんな問
題をもっているか。
(二）目標1‘日本の産業は相互に密接な関連をもって営まれており，
国民は各種の職業に従事し，その発展に努力していること
をわからせる。
2．それぞれの土地において産業がどのような特色をもって
いるかを比べさせそれぞれの産業の特色をみつけさせる。
3．社会生活の向上とわが国の産業の成長とはどのような関
連をもって発展していくかを考えさせ，日本の産業の現状
を認識する目を開かせる。
(三）学習の展開一
0
11主なる学習内容学習活動 ノ
o私たちの住んでいる北陸の地域
の生活と産業についてしらべる。
・白地図に県，都市，山川，鉄道
等を記入する。
･北陸各県の共通性と特性を承つ
け比べる。
・よその地域の生活と産業につい
てしらべる。
。早くから開けた西日本について
しらべる。
・北陸地方の主な地勢，行政，都市，交通等の
作図
・北陸各県は位置，気候，米作，織物，発電等
の共通性をもつが各県独得の産業も発達して
いる。・
･北陸各県は行政上，産業上互いに密接な関連
が必要である。
･西南日本では台風や干害等自然の災害も多い
が土地利用を工夫したり，資掠を活用したり
していろいろな産業がおこっている。
･九州，四国，中国，近畿の諸地方の産業と生
活
･中央日本では地形，気候，交通等がちがうた
め土地の特性を生かした産業が発達している。
･関東，東海，中央山地の諸地方の産業と生活
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･産業の盛んな中央日本の生活と
産業についてしらべる。
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｜｜主なる学習内容学習活動
･東京，関東は上越線を通じて新潟県と経済，
文化観光の面で密接な関連をもち，今後の提
携が必要とされる。
･東北日本は冷害等きびしい自然条件と戦いな
がらも資源を生かした産業が営まれており，
今後の開発の余地を残している。
奥羽，北海道地方の産業と生活
･開発の余地をもつ東北日本の生
活と産業についてしらべる。
o日本の産業の特色を表にまとめ
て記入する。
･農，林，牧，水産業等について
まとめる◎
･工業についてまとめる。
･商業，交通，貿易等についてま
とめる。
（復習と整理）
・日本の産業は地形，気候，資源の制約をうけ
ながらも発展しつつある。
●しかも自然的，社会的，国際的諸条件の制約
のためそれぞれ特色と課題をもちこの解決へ
の工夫が要望される。
･各産業のもつ相互の関連及びその特色と課題
･産業の発展に関係しているいろ
いろの問題についてしらべる。
･人口の面から
･土地や資源の面から
･交通の面から
･働く人のなや承など
o産業の発展と共にいろいろな社会問題や，そ
れらのもととなる基本的な諸問題が多く発生
した。人口の増加，職業別人口，人口の都市
集中，資源の開発，保護，工場誘致，産業道
路と輸送力
･働く人の立場からぶても国家的，地域的に共
通な問題がある。
通勤と交通機関，機械化と余剰人員
冬期の失業と出稼ぎ，健康と安全
･資源に恵まれない日本では貿易を盛んにし，
これを通して国の生産力を高めると共に日本
製品の信用度の向上を図らなければならない。
・日本の産業は国際関係と密接な関係をもって
おり，これに左右されやすい。
･国民生活の発展は科学の進歩や産業の発展と
深い関係があり，常に関心をもつことが大切
である。
国士の開発
産業の発展
原子力の平和利用
可
●これからの日本はどのように進
んだらよいか。
･産業の面からゑた日本の国際的
､地位につ↓､てしらべる。
・日本の国土開発についてまとめ
る。
･原子力の平和利用についてしら
べる。
一
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